












から 2 ～ 3 cm の範囲の脳血流量変化を測定でき，
脳賦活を簡便にとらえることが出来る．





























































































  （d） 右後頭部から左前頭部にかけてch 1からch 52に割り付けられている．
測定領域として左右側頭部（緑），前頭部（青）と定義されている．








































つ病評価尺度（Hamilton Depression Rating Scale：
HAM-D）17 項目スコア 8点以上かつヤング躁病評
価尺度（Young Mania Rating Scale：YMRS）10 点
以下，陽性・陰性症状評価尺度（Positive and Nega-































































　対象者に 2 種類の言語流暢性課題＜ Letter ﬂu-
岡 　島 　由 　佳
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暢性課題（Word ﬂuency task），前述の Letter ﬂu-
ency test（LFT）と Category ﬂuency test（CFT）
（「動物」，「野菜」，「乗り物」のカテゴリーを提示
し，そのカテゴリーの単語をできるだけ多く発語す













病群（NC）は 15 名（男性 8 名，女性 7 名），平均
44.1（SD13.0）歳であった．
　臨床症状では SDS 得点において C群で平均 56.1
±9.6，NC群平均 41.3±10.5，HAM-D得点において





C 群で平均 10.9±3.1，NC 群平均 14.6±5.4，CFT
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